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　１０月１４日、埼玉県議会９月定例会が閉会しました。９月定例
会では、新型コロナウイルス感染症に関連する補正予算として、
第７号、第８号、第９号の合計、１,３１３億６,０１２万７千円が計上
され審議可決されました。

９月定例会閉会！ 新型コロナウイルス感染症に関連するに
補正予算を編成　

　埼玉県は、新型コロナウイルスの感染拡大防止策により、県財政が厳しくなったこと等を考慮して、特
別職の給与を１２月末まで削減する条例案を、９月定例会に提出しました。知事30%、副知事20%、教育
長など他の特別職は10%の給与を削減することで、約595万円の経費が削減されることになります。ま
た、12月までの議員報酬と12月期末手当の20％を削減し、削減した約8,600万円を新型コロナ感染
症対策に利用することを議会に提出しました。
　しかし、１４日の本会議において、県議会で最大となる自民党会派が「根拠が明確でない」
　「パフォーマンスである」などを理由に、反対に回り削減案は否決されることになりました。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、休業・失業で収入が減少した世帯に向けた、生活福祉資金貸
付制度の緊急小口資金及び総合支援資金（生活支援費）の特例貸付について、第９号補正予算で、２０３
億４,７０９万２千円を確保し、受付の期間を令和２年１２月まで延長することに決まりました。
　10月までに県だけでも約190億円程度の貸付を行い、申請件数の変化も無いことから依然として厳
しい状況であります。
　【緊急小口資金】・対象者：休業された方　・上限：２０万円
　　　　　　　　・償還期限：２年以内（据置１年以内）無利子保証人不要
　【総合支援資金】・対象者：休業された方　・上限：単身１５万円、２人以上２０万円
　　　　　　　　・償還期限：１０年以内（据置１年以内）無利子保証人不要
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特別職給与・県議報酬削減案が否決！特別職給与・県議報酬削減案が否決！

　県内の観光関連事業者を支援するために、Go Toトラベル事業
を利用し、県内に宿泊をした県民10万人に対して、物産事業者等
で利用できる3,000円分のクーポンを配布し、県内の経済活性を
図ります。また、スマホを使った県民限定のデジタルスタンプラリー
では、県内の観光スポットを３か所以上訪れた方に抽選（300名）
で、最高5万円相当の景品をプレゼントします。

とくとく埼玉！観光応援キャンペーンとくとく埼玉！観光応援キャンペーン
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インフルエンザワクチンの予防接種、６５歳以上無償化インフルエンザワクチンの予防接種、６５歳以上無償化

次のインフルエンザ流行期に備えた、体制整備について次のインフルエンザ流行期に備えた、体制整備について

　インフルエンザは秋から冬にかけて流行します。今年は、新型コロナウイルス感染症の発生も続いており
、どちらも発症すると症状からの鑑別が困難なため、医療機関に大きな負担がかかることが懸念されます。
また、65歳以上の方は肺炎などの合併症を起こしやすく、どちらの疾患にも注意が必要となります。 　 　
そのため、埼玉県は９月定例会において、国の臨時交付金を活用して、21億3961.1万円の補正予算を組
み、65歳以上（60歳以上で基礎疾患を持つ方含む）の方々の、インフルエンザワクチンの予防接種費用を
全額負担し、無料で予防接種が受けられるようにすることを決定いたしました。
【対象者】 ・65歳以上の方
 ・60～64歳で心臓、腎臓や呼吸器の機能に障がいがあり、身辺の日常生活が極度に制限される方
 ・60～64歳でヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障がいがあり、日常生活がほとんど不可能な方
【補助対象期間】 １０～１２月のワクチン接種分
【接種費用】 補助対象期間は無料（注）原則、医療機関窓口での自己負担はありません。
【接種医療機関】 接種可能な医療機関はどこか、補助の対象となるか等については、お住まいの市町村予        
                      防接種担当課に確認してください。川口市保健所 地域保健センター048-256-2022

　インフルエンザが流行すると、新型コロナウイルス感染症との症状の判別が難しいケースが増えること
が予想されます。そこで、埼玉県では新たな検査体制の整備として、新型コロナウイルスとインフルエンザ両
方の診療・検査に対応できる身近な医療機関を、申請に基づき「埼玉県指定診療・検査医療機関」に指定
し、県ホームページで公表します。
　また、県独自の支援策として、１１月１４日までに指定の申請をした医療機関に対して、50万円の協力金を
支給します。これまで、かかりつけ医では発熱がある場合に診療拒否される事例も多かった事を考えます
と、英断だと思います。

医療体制について インフルエンザ流行に備えた
新たな医療体制の整備
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